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報 告

歯周基本治療の内容別にみた歯科医業収支の比較

角舘 直樹1，4） 須貝 誠2，4） 森田 学3）

概要：北海道内 3歯科医院において，歯周基本治療の内容別に，歯科医業収支を比較した．歯科衛生実地指導，スケー
リング，SRPの 3処置を対象とした．社会保険歯科診療報酬点数早見表を用いて医業収入を算出し，そこから医業費用を
減じて各処置の収支差額を求めた．医業費用は材料費および人件費について調査を行った．収支差額とチェアタイムから，
単位時間あたりの収支差額を算出して，処置別に比較した結果，単位時間あたりの収支差額は，歯科衛生実地指導，スケー
リング，SRPでそれぞれ 8.2～15.0（円�分），51.1～103.7（円�分），35.5～49.1（円�分）であった．少ない調査施設での調
査結果という限界はあるものの，歯科衛生実地指導については，他の 2つの処置と同程度の結果を得るためには，その単
位時間あたりの収支差額は現在の 5倍程度である必要があると考えられる．また，歯科衛生実地指導において，損益分岐
点を求めたところ，収支差額が 0円となるチェアタイムは約 41 分であり，これ以上の時間を指導に費やすと歯科医業収支
はマイナスになる可能性が示唆された．
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緒 言

歯科診療所とは歯科医療を提供することを永続的に達
成しようとする経営体とされる1）．そして，良質な歯科医
療の提供を続けるためには医院経営が安定していること
が望ましい．そのためには，歯科診療所経営者は診療行
為ごとの歯科医業収支を考慮して歯科診療を行う必要が
ある．このような観点から筆者らは，処置別にみた歯科
医業収支に関する研究を報告2―4）し，定期歯科健診はイン
レー修復，抜髄および支台築造を含めた鋳造歯冠修復処
置よりも単位時間あたりの歯科医業収支が大きく，定期
歯科健診を目的として受診する患者数が増えることで医
院経営的に収支差額が向上する可能性があると報告し
た4）．
一方，歯周病患者においては治療終了後の定期歯科健

診にいたる前に歯科衛生実地指導，スケーリング，SRP
をはじめとした歯周基本治療や歯周外科手術などの治療
を受ける必要がある．しかし，これらの歯周治療におけ
る歯科医業収支についての報告は現在までに見受けられ

ない．
そこで今回は，軽度の慢性歯周炎の患者に対する歯周

基本治療に関する歯科医業収支を分析し，その妥当性に
ついて検討することを目的とした．

対象および方法

1．対象
以下の 3つの処置を対象とした
・歯科衛生実地指導
・スケーリング（上下左右臼歯部）
・SRP（小臼歯および大臼歯各 2歯，計 4歯）
患者の歯周病の状態は上下左右臼歯部に歯周基本治療

で治癒しうる，軽度の慢性歯周炎5）がある場合とした．部
位に関して限定したのは，筆者らの過去の研究における
スケーリング実施部位と同一とすることで，一連の調査
を比較可能にするためである．また，スケーリングは超
音波スケーラーを用いた場合，SRPは手用スケーラーを
用いた場合を対象とした．
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